
（別紙３）

～ 令和6年12月25日

（対象者数） 36 （回答者数） 28

～ 令和6年12月25日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・支援が必要だった場面では、こうだったらもっとよかった

など具体的に保護者に伝わる様に説明する

・家庭でできる声掛け等、保護者に家庭でも取り組んでもら

う

2

・課題の内容を検討し、発達段階にあった課題の提供を行う

・保護者同士で解決できない事や悩み事には職員が介入し必

要機関等へ繋いでいく

3 ・来年度は保護者向けの勉強会を実施予定

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・園の先生との連携は時間を取ることは難しいところもある

が、見学に来てもらったり、手紙や電話でのやり取りでも受

付ることも必要

・保育園の先生を対象とした研修会の開催

2

3

・親子通園のため保護者に寄り添った支援ができる
・フィードバック時必ずこどもの行動を褒めるようにしてい

る

・個別療育があり、一人ひとりの発達に合わせて支援ができ

る

・集団療育での保護者支援ができる

・苦手な課題にもその子のペースに合わせて取り組むことが

できる

・保護者にもこどもが苦手な事、得意な事の理解ができる

・保護者同士の話ができる時間を提供することができる

・病院内に施設がある ・院内のセラピストから職員向けの研修会を実施した

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・保育園、幼稚園との連携
・こどもについての悩み、相談等は保護者を通じて話を聞く

ことが多い

令和6月12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年1月15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 島原市通園施設あいあい

○保護者評価実施期間
令和6年11月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


